
 

　学習指導に関する現状と課題（２学期・生徒による授業評価アンケートより）

令和６年度　２学期　生徒授業評価アンケート

教科名 理科 重点目標
実験やグループ活動等、グループワークを積極的に取り入れることで、物事
を多角的に捉え考えることができる生徒を育成する。

分析

分析

分析

全ての項目において、90％以上が「あてはまる」「ほぼあてはまる」の肯定的な意見である。
通常の授業において、考える時間や、グループで話し合う時間を多くとっているが、アンケート結果から、もっと時
間がほしいという生徒の要望が垣間見える。授業時間の都合上限界があるが、参考にしたい。

全項目１学期よりは少し肯定的な意見が増えているが、「授業中、考える時間やグループで話し合う時間を十分に
とっている」の項目が低いのが今後の課題である。これからはその点を意識して授業に取り組んでいきたい。

全ての項目において、90％以上が「あてはまる」や「ほぼあてはまる」の肯定的な意見が多かった。１学期と比べて
「あまりあてはまらない」や「あてはまらない」の数値が変わらなかったので、その生徒が少しでも意見が変わるよ
うな工夫が必要であると考える。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教科の内容をわかりやすく(楽しく)教えている

説明の声の大きさは適切である

授業中，考える時間やグループで話し合う時間を十分にとっている

振り返りシート記入などで，学びを深める工夫がされている

実験のタイミングは適切である

１年 理科

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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教科の内容をわかりやすく(楽しく)教えている

説明の声の大きさは適切である

授業中，考える時間やグループで話し合う時間を十分にとっている

振り返りシート記入などで，学びを深める工夫がされている

実験のタイミングは適切である

２年 理科

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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教科の内容をわかりやすく(楽しく)教えている

説明の声の大きさは適切である

授業中，考える時間やグループで話し合う時間を十分にとっている

振り返りシート記入などで，学びを深める工夫がされている

実験のタイミングは適切である

３年 理科

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない


